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９ 成 人 ・ 高 齢 保 健 
 

いきいきとした高齢期を過ごすためには壮年期からの健康管理が大切です。特に死亡原

因の６割以上を占めている、がん･心臓病・脳卒中・糖尿病などの生活習慣病対策が重要で

す。鶴岡市では、健康増進法に基づく各種健康診査や健康相談をはじめ市民の健康づくり

のための事業を実施しています。また、地域包括支援センター等の関係機関と連携しなが

ら、高齢者の健康寿命の延伸のための事業を推進します。 

（1）健康診査事業 （令和 8 年度予算額 178,336 千円） 

がん、心臓病、脳卒中、糖尿病などの生活習慣病の予防や早期発見のため、年 1 回必要

な健診と健診結果に基づく指導を行い、働き盛りからの健康管理と老後の健康の保持に役

立たせようとするものです。 

○健診種類 

・胃・大腸がん集団検診 ···························· 各地区公民館、コミセン等で実施 

・呼吸器（肺がん・結核）集団検診 ·················· 各地区公民館、コミセン等で実施 

・子宮がん個別検診 ································ 市内 3 医療機関で実施 

・乳がん個別検診 ·································· 市内 5 医療機関で実施 

（うち、乳房エックス線検査は 4 医療機関で実施します。） 

・がん検診（人間ドック  胃･大腸･呼吸器･子宮･乳がん）市内 4 医療機関で実施 

・骨粗しょう症検診 ································ 市内 4 医療機関で実施 

・肝炎ウイルス検査 ································ 指定の日時・会場で実施 

・歯周疾患個別検診 ································ 県内委託医療機関で実施 

・特定健康診査（基本健康診査に準ずる健診） 

集   団 ········································ 各地区公民館、コミセン等で実施 

個   別 ········································ 市内 36 医療機関で実施 

人間ドック ········································ 市内 4 医療機関で実施 

○検査費用（税込） （単位：円） 

検  診  項 目  8 年度  検  診  項 目  8 年度  

胃がん検診  集団  5,500 骨粗しょう症検診 人間ドック 3,178 

大腸がん検診  集団  1,921 肝炎ウイルス検査 集団  3,300 

子宮がん検診  
集団  4,620 歯周疾患検診  集団・個別  5,320 

個別  6,992 

がん検診  

（人間ドック）  

男  14,065 

乳がん検診  

集団  
1 方向  ４ ,367 女(子宮）  17,661 

2 方向  6,551 女(子宮、乳(1 方向)) 21,215 

個別  
1 方向  5,090 女(子宮、乳(2 方向)) 22,315 

2 方向  6,190 特定健康診査  

(空腹時血糖実施) 

集団  8,954 

肺がん検診  

集団  
読影  1,338 個別・人間ドック 10,340 

喀痰検査 2,970 
※特定健康診査は基本項目、詳細項目すべてを実施した場合の委託料  

※がん人間ドック検診は該当する検診 すべてを実施した場合の委託料  

 

 
人間ドック 喀痰検査 2,963 
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○自己負担金 （単位：円） 

検  診  項 目  ８年度  検  診  項 目  8 年度  

胃がん検診  
69 歳以下  1,100 骨粗しょう症検診  集団・人間ドック 500 

70 歳以上  200 
肝炎ウイルス検査  

41 歳以上 69 歳以下  300 

大腸がん検診  
69 歳以下  500 40 歳・70 歳以上  無料  

70 歳以上  100 
歯周疾患検診  

20・30・40・50・60 歳  1,500 

子宮がん検診  
69 歳以下  1,200 70 歳  無料  

70 歳以上  400 

がん検診  

（人間ドック）  

男  6,300 

乳がん検診  
69 歳以下  1,200 女（子宮）  7,520 

70 歳以上  400 女（子宮、乳）  8,740 

呼吸器検診  

(肺がん・結核) 

読
影  

64 歳以下  200 

特定健康診査  

64 歳以下  1,600 

65 歳以上  無料  65 歳以上(集団・個別) 400 

喀
痰  

64 歳以下  600 65 歳以上(人間ドック）  1,600 

65 歳以上  200    

※生活保護世帯は、申請により全額免除されます。（人間ドックを除く） 

※市町村民税非課税世帯は、申請により一部免除されます。（人間ドックを除く） 

※特定健康診査の自己負担金は、加入する医療保険者によって異なります。 

 ① 健康診査（基本健康診査に準ずる健診）   

・健診の内容：問診、身体計測（身長・体重・腹囲）、身体診察、血圧測定、 

検尿（糖・蛋白）、糖尿病検査（空腹時血糖またはヘモグロビン Alc）、 

脂質検査（LDL コレステロール・HDL コレステロール・中性脂肪）、 

肝機能検査（AST(GOT)、ALT(GPT)、γ-GT(γ-GTP）)、 

心電図検査、眼底検査、貧血検査、腎機能検査 

・健診対象者：40 歳以上の市民で、他で受診する機会のない方 

 

３年度  ４年度  ５年度  ６年度  ７年度  

生活 
保護 

その
他 

計 
生活 
保護 

その
他 

計 
生活 
保護 

その
他 

計 
生活 
保護 

その
他 

計 
生活 
保護 

その
他 

計 

受診 

者数 

（人）  

集  団  117 0 117 114 0 114 115 0 115 110 3 113 103 

 

1 104 

個  別  8 0 8 13 0 13 14 0 14 13 0 13 14 0 14 

人間ドック 5 0 5 5 0 5 5 0 5 7 0 7 5 0 5 

計   130 0 130 

 

132 0 132 134 0 134 

 

130 3 133 122 1 123 

階層 

区分 

（人）  

積極

的  

17 0 17 17 0 17 15 0 15 8 0 8 12 0 12 

動機づけ 13 0 13 15 0 15 7 0 7 11 0 11 8 0 8 

計  30 0 30 32 0 32 22 0 22 

 

19 

 

0 19 20 0 20 
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 ② 胃がん検診   

・検診の内容：問診、胃部エックス線検査、胃内視鏡検査 

・検診対象者：40 歳以上の市民で、他で受診する機会のない方 

 ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  ７年度  

対象者数（人）  45,668 44,976 43,972 43,309 42,549 

受診者数

（人）  

集   団  3,153 3,084 3,005 2,890 2,781 

人間ドック 10,398 10,204 9,999 9,570 9,215 

計  13,551 13,288 13,004 12,460 11,996 

受診率  （％）  29.7 29.5 29.6 28.8 28.2 

要精検者数  （人）  4,442 4,336 4,323 4,107 4,045 

要精検率  （％）  32.8 32.6 33.2 33.0 33.7 

精検受診者数  （人）  4,332 4,230 4,236 4,018 3,951 

精検受診率  （％）  97.5 97.6 98.0 97.8 97.7 

がんであった人  （人）  48 43 53 18 30 

※精密検査の状況は、令和 7 年度については令和 8 年 5 月現在の数値。令和 6 年度以前については

翌年度末までに報告のあったもの。 

 ③ 大腸がん検診   

・検診の内容：問診、便潜血検査（2 日法） 

・検診対象者：40 歳以上の市民で、他で受診する機会のない方 

 ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  ７年度  

対象者数（人）  48,632 47,879 46,877 46,274 45,558 

受診者数

（人）  

集   団  6,303 6,239 6,293 6,333 6,339 

人間ドック 12,108 11,938 11,747 11,310 11,008 

計  18,411 18,177 18,040 17,643 17,347 

受診率  （％）  37.9 38.0 38.5 38.1 38.1 

要精検者数  （人）  1,240 1,131 1,128 1,265 1,154 

要精検率  （％）  6.7 6.2 6.3 7.2 6.7 

精検受診者数  （人）  978 892 913 867 784 

精検受診率  （％）  78.9 78.9 80.9 68.5 67.9 

がんであった人  （人）  45 43 43 30 36 

※精密検査の状況は、令和 7 年度については令和 8 年 5 月現在の数値。令和 7 年度以前については

翌年度末までに報告のあったもの。 
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 ④ 子宮がん検診   

・検診の内容：問診、視診、頸部細胞診 

・検診対象者：20 歳以上の市民で、他で受診する機会のない方 

 ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  ７年度  

対象者数（人）  37,493 36,829 35,912 35,213 34,325 

受診者数

（人）  

集   団  173 120 158 148 141 

個   別  4,041 4,115 4,039 3,881 3,590 

人間ドック 4,531 4,396 4,244 3,991 3,893 

計  8,745 8,631 8,441 8,020 7,624 

2 年連続受診者数（人）  5,948 6,039 5,969 5,842 5,473 

受診率  （％）  30.4 30.8 30.9 30.2 29.6 

要精検者数  （人）  75 95 92 80 49 

要精検率  （％）  0.9 1.1 1.1 1.0 0.6 

精検受診者数  （人）  69 91 83 65 30 

精検受診率  （％）  92.0 95.8 90.2 81.3 61.2 

がんであった人  （人）  3 0 1 0 0 

※受診率＝（「前年度の受診者数」＋「当該年度の受診者数」－「前年度及び当該年度における 2 年
連続受診者数」）÷当該年度の対象者数×100（国、県の算出方法） 

※精密検査の状況は、令和 7 年度については令和 8 年 5 月現在の数値。令和 6 年度以前については
翌年度末までに報告のあったもの。 

 ⑤ 乳がん検診   

・検診の内容：問診、視診、乳房エックス線（マンモグラフィ）検査 

・検診対象者：40 歳以上の偶数年齢の市民で、他で受診する機会のない方 

 ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  7 年度  

対象者数（人）  39,033 38,823 37,583 37,698 36,420 

受診者数

（人）  

集   団  162 146 128 128 126 

個   別  1,266 1,265 1,241 1,218 1,064 

人間ドック 2,517 2,629 2,400 2,491 2,263 

計  3,945 4,040 3,769 3,837 3,453 

2 年連続受診者数（人）  0 0 0 0 0 

受診率  （％）  20.4 20.6 20.8 20.2 19.8 

要精検者数  （人）  218 243 182 185 161 

要精検率  （％）  5.5 6.0 4.8 4.8 4.7 

精検受診者数  （人）  210 232 172 152 148 

精検受診率  （％）  96.3 95.5 94.5 82.2 91.9 

がんであった人  （人）  9 11 11 13 9 

※受診率＝（「前年度の受診者数」＋「当該年度の受診者数」－「前年度及び当該年度における 2 年
連続受診者数」）÷当該年度の対象者数×100（国、県の算出方法） 

※精密検査の状況は、令和 7 年度については令和 8 年 5 月現在の数値。令和 6 年度以前については
翌年度末までに報告のあったもの。 
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 ⑥ 呼吸器検診（結核・肺がん検診）   

・検診の内容：問診、胸部エックス線検査、かく痰細胞診（ハイリスク希望者） 

・検診対象者：40 歳以上の市民で、他で受診する機会のない方 

 ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  7 年度  

対象者数（人）  49,287 48,511 47,563 46,918 46,328 

受診者数

（人）  

集   団  7,328 7,258 7,363 7,337 7,285 

人間ドック 12,069 11,895 11,732 11,298 11,007 

計  19,397 19,153 19,095 18,635 18,292 

かく痰検査  355 313 289 257 220 

受診率（％）  39.4 39.5 40.1 39.7 39.5 

肺がんに 

対する精査  

要精検者数   （人）  382 469 409 382 375 

要精検率     （％）  2.0 2.4 2.1 2.0 2.1 

精検受診者数（人）  333 415 357 325 299 

精検受診率   （％）  87.2 88.5 87.3 85.1 79.7 

肺がん以外  

の疾患に 

対する精査  

要精検者数   （人）  197 185 205 251 156 

要精検率     （％）  1.0 1.0 1.1 1.3 0.9 

精検受診者数（人）  143 143 152 170 108 

精検受診率   （％）  72.6 77.3 74.1 67.7 69.2 

がんであった人（人）  10 17 11 15 10 

結核であった人（人）  0 0 0 0 0 

※精密検査の状況は、令和 7 年度については令和 8 年 5 月現在の数値。令和 6 年度以前については

翌年度末までに報告のあったもの。 

※がんであった人には、喀痰検査及び結核要精検でがんであった( )内の人数を含む。 

 ⑦ 骨粗しょう症検診   

・検診の内容：問診、骨塩定量検査 

・検診対象者：40･45･50･55･60･65･70 歳の女性の市民で、他で受診する機会のない方 

 ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  7 年度  

受診者数

（人）  

集  団  91 48 50 28 22 

人間ドック 671 653 515 562 497 

計  762 701 565 590 519 

要指導者数  （人）  132 140 100 115 116 

要精検者数  （人）  186 164 113 153 133 

要精検率    （%）  24.4 23.4 20.0 25.9 25.6 
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 ⑧ 肝炎ウイルス検査   

・検診の内容：問診、Ｃ型肝炎ウイルス検査、ＨＢｓ抗原検査 

・検診対象者：当該年度において 40 歳となる方又は 41 歳以上となる方で、過去に当該検

診に相当する検診を受けたことがなく、本検診の受診を希望する方 

 ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  7 年度  

受診者数

（人）  

40 歳総合健診 142 71 73 49 43 

集団健診  280 265 293 225 249 

計  422 336 366 274 292 

C 型肝炎感染疑い（人）  1 0 0 0 0 

B 型肝炎陽性  （人）  2 0 4 2 3 

 ⑨ 歯周疾患検診   

・検診の内容：問診、歯周組織検査 

・検診対象者：20・30・40・50・60・70 歳の市民で、他で受診する機会のない方 

 ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  7 年度  

対象者数（人）  6,791 6,780 6,374 8,084 7,729 

受診者数

（人）  

集団  131 65 63 41 35 

個別  176 193 240 322 306 

計  307 258 303 363 341 

受診率  （％）  4.5 3.8 4.8 4.5 4.4 

要精検者数  （人）  194 179 195 230 208 

要精検率  （％）  63.2 69.4 64.4 63.4 61.0 

 ⑩ 人間ドック   

・健診の内容：特定健診、がん検診（胃・大腸・肺・子宮・乳）、その他検査 

・健診対象者： 40 歳以上の市民で、他で受診する機会のない方 

 ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  7 年度  

1 日  

受診者数

（人）  

男  5,570 5,522 5,461 5,323 5,230 

女  6,319 6,255 6,128 5,909 5,689 

計  11,889 11,777 11,589 11,232 10,919 

1 泊  

受診者数

（人）  

男  310 251 259 219 217 

女  79 78 77 60 75 

計  389 329 336 279 292 

合  計  12,278 12,106 11,925 11,511 11,211 
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 ⑪ 健康診査受診意向調査   

市等で実施する各種健康診査の対象者がいる全世帯に対し、種別ごとにどのように受診

するのかを把握する調査で、12 月に実施しています。 

  ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  ７年度  

対象世帯数   45,497 45,825 45,843 46,111 46,029 

提出世帯数   13,512 13,153 12,561 12,043 13,282 

提出率  （％）  29.7 28.7 27.4 26.1 28.9 

※提出世帯数は各年度 1 月 31 日現在数値。 

※登録制としたため、提出人数は掲載しない。なお提出は、人間ドック希望者及び登録情報に変更

がある場合のみ。 

（2）成年期の健康診査事業 （令和 8 年度予算額 3,524 千円） 

生活習慣の変化により、若年層からの健康管理が重要であることから、40 歳未満で他

に健診機会のない方を対象に、自分や家族の健康管理の第一歩として健康の自己管理能力

を育む支援を行うものです。 

 ① さわやか健診   

・健診回数：一般 レディース健診（女）6 回、メンズ健診（男）3 回 

未受診者健診 6 回 

・検査項目：健康診査（特定健診と同じ項目：眼底検査を除く） 

・健診時に全員に保健指導を実施 

・レディース健診では一時保育を実施 (R7 一時保育利用 10 人) 

 
３年度  ４年度  5 年度  ６年度  7 年度  

レディース メンズ  レディース メンズ  レディース メンズ  レディース メンズ  レディース メンズ  

受診者数（人）  333 184 321 190 290 182 287 183 289 169 

判定区分 
(人) 

要指導  123 60 130 70 116 57 114 53 112 42 

要医療(要精検) 97 91 105 86 91 87 86 89 97 90 

治療中  11 5 13 9 10 8 6 10 11 13 

要指導・要医療(要精検)率(％) 66.1 82.1 73.2 82.1 71.4 79.1 69.7 77.6 72.3 78.1 

（3）後期高齢者医療保険健康診査事業  （令和 8 年度予算額 90,901 千円） 

山形県後期高齢者医療広域連合からの受託事業で、被保険者に係る糖尿病等の生活習慣

病の早期発見、医療費適正化を図るために健康診査を実施するものです。 

・健診の内容：問診、身体計測（身長・体重・腹囲）、身体診察、血圧測定、 

検尿（糖・蛋白）、糖尿病検査（空腹時血糖またはヘモグロビン Alc）、 

脂質検査（LDL コレステロール・HDL コレステロール・中性脂肪）、 

肝機能検査（AST(GOT)、ALT(GPT)、γ-GT(γ-GTP）)、 

心電図検査、眼底検査、貧血検査、腎機能検査 

・健診対象者：鶴岡市に住所を有する被保険者のうち、施設入所等の除外者規定に該当し

ない方（下記の対象者は、上記のうち各年度 4 月 1日時点で加入している方） 
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（実績：令和 7 年度は翌年 4 月受付分まで、令和 6 年度以前は実績値） 

 ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  7 年度  

対象者数（人）  21,682 21,291 21,704 21,926 23,241 

受診者数

（人）  

集団  2,337 2,431 2,568 2,737 2,793 

個別  2,155 2,230 2,195 2,810 1,706 

ドック 2,867 3,128 3,131 2,605 3,251 

計  7,359 7,789 7,894 8,015 7,750 

受診率（％）  33.94 36.58 36.37 36.55 33.35 

（4）特定健康診査・特定保健指導事業  （令和 8 年度予算額 147,674 千円） 

鶴岡市国民健康保険が被保険者の適切な健康管理を図るために、生活習慣病の予防に着

目した健康診査及び健康診査の結果により健康の保持に努める必要がある者に保健指導を

実施するものです。 

・健診の内容：問診、身体計測（身長・体重・腹囲）、身体診察、血圧測定、 

検尿（糖・蛋白）、糖尿病検査（空腹時血糖またはヘモグロビン Alc）、 

脂質検査（LDL コレステロール・HDL コレステロール・中性脂肪）、 

肝機能検査（AST(GOT)、ALT(GPT)、γ-GT(γ-GTP）)、 

心電図検査、眼底検査、貧血検査、腎機能検査 

・健診対象者：年度中に 40 歳以上となる被保険者のうち、施設入所等の除外者規定に該当し

ない方（下記の対象者は、上記のうち一年間通して加入している方） 

（実績：令和 7 年度は翌年 4 月受付分まで、令和 6 年度以前は法定報告値） 

 3 年度  4 年度  5 年度  6 年度  7 年度  

対象者数（人）  19,419 18,471 17,806 16,870 16,254 

受診者数

（人）  

集  団  2,949 2,912 3,191 3,108 3,085 

個  別  121 134 140 107 103 

ドック 6,760 6,450 6,255 5,837 5,281 

計  9,830 9,496 9,586 9,052 8,469 

受診率（％）  50.6 51.4 53.8 53.7 52.1 

特定保健

指導対象

者数(人)

＊詳細  

積極的  260 243 250 222 211 

動機づけ 731 682 677 632 576 

計  991 925 927 854 787 

＊特定保健指導詳細 

・指導状況：①荘内病院、みやはらクリニックの人間ドックは市直営実施。 

②特定健診委託機関のうち 2 機関（健康管理センター・協立病院）にて実 

施。 

・実施内容：180 ポイントの個別支援のプログラムにて実施（初回面接、継続支援<個別 

面接・電話支援・支援レター・LINE による支援>、3 ヵ月後評価） 
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・実施状況 

 積極的支援  動機付け支援  合計  

対象者  実施者  実施率  対象者  実施者  実施率  対象者  実施者  実施率  

３年度  260 57 21.9％  731 348 47.6％  991 405 40.9％  

４年度  243 62 25.5％  682 307 45.0％  925 369 39.9％  

５年度  250 70 28.0％  677 315 46.5％  927 385 41.5％  

６年度  222 50 22.5％  632 330 52.2％  854 380 44.5％  

7 年度  211 60 28.4 576 209 36.3 787 269 34.2 

現 在 実 施 中 の者   6 2.8  57 9.9  63 8.0 

令和 7 年度の実施状況は令和 8 年 4 月受付分までの数値 

※令和 3 年度～6 年度の実施状況は法定報告値（毎年度 10 月に確定） 

（5）健康教育・健康相談事業     （令和 8 年度予算額 3,894 千円） 

 ① 健康教育事業   

健康教育は、生活習慣病の予防などの健康に関する正しい知識を広めることによって

「自らの健康は自らがつくる」という認識と自覚を高め、「健康の自己管理能力」を育成

することによって壮年期からの健康づくりを促進するものです。 

・内 容：各地区公民館やコミュニティセンターなどを会場に実施するほか、全市的な事

業として医師・保健師・栄養士・健康運動指導士などを講師に健康講座の開催や健康づ

くりについての研修を行うものです。 

・対象者：40 歳以上の市民及びその家族 

  ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  ７年度  

歯周疾患  
活動回数（回）  ８  ９  10 23 12 

人   数  （人）  166 207 226 367 347 

ロコモティブ 
シンドローム

＊１  

活動回数（回）  69 89 63 75 69 

人   数  （人）  1,357 1,166 1,019 1,765   1,875 

病態別＊2 
活動回数（回）  14 54 203 106 106 

人   数  （人）  347 1,337 2,967 2,529 2,386 

薬  
活動回数（回）  0 0 0 5 2 

人   数  （人）  0 0 0 98 64 

一般  
活動回数（回）  166 330 251 297 269 

人   数  （人）  2,445 5,135 4,624 5,363 5,419 

＊１運動器症候群  ＊２認知症、がん含む 

 ② 健康相談事業   

健康相談は、心身の健康についての個別の相談に応じた必要な指導や助言を行い、家庭

における健康管理に役立てていただくものです。 

・内 容：各地区公民館やコミュニティセンターなどを会場に、保健師が中心となって生

活習慣病の予防などについての健康相談や医師、栄養士、歯科医師などの協力を得て、

糖尿病予防、食生活改善、歯周疾患予防、寝たきり予防などの健康相談を行うものです。 
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・対象者：40 歳以上の市民及びその家族 

項目  ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  ７年度  

重点健康

相談  

活動回数（回）  308 725 331 229 263 

人   数（人）  386 1,016 402 317 933 

総合健康

相談  

活動回数（回）  440 326 553 638 342 

人   数（人）  6,506 8,702 8,724 5,483 4,420 

計  
活動回数（回）  748 1,051 884 867 605 

人   数（人）  6,892 9,718 9,126 5,800 5,353 

 ③ ヘルスアップ事業   

ヘルスアップ事業は、生活習慣病の一次予防として、個別健康支援プログラムの実施を

行い、市民の健康増進、医療費の伸びの抑制を図るとともに、健康づくり推進の担い手で

ある健康づくりサポーターの組織育成・活動支援を行なうものです。 

（1）ヘルスアップセミナー 

肥満等の生活習慣病の危険因子を有する方に対し、個人の健康度や体力に基づいた個

別支援や疾病・食生活等の講義、運動指導を実施し、生活習慣改善と健康づくりサポー

ターとしての育成を図ります。 

・対  象：69 歳以下で下記の条件に１つ以上該当する方 

①  ＢＭＩが 24.0～31 未満の方 

②  腹囲が基準値以上（男性 85ｃｍ・女性 90ｃｍ以上）の方 

・実施内容：体重の減少を目的とした運動・食事指導を概ね 2 週 1 回(合計 8 回)12 週間

行う個別健康支援プログラム（2 コース：夜コース・午前コース） 

（令和７年度実績） 

 夜コース 午前コース 

開催場所  総合保健福祉センターにこ ふる 

開催期間  6 月４日～8 月 2１日  9 月 10 日～12 月４日  

受講人数  22 人  16 人 

修了人数  21 人（95.5％）  13 人（81.3％）  

（2）スーパー健康づくりサポーター組織育成・活動支援 

① 情報誌の企画・作成（年 1 回発行） 

② 健康づくりサポーターのつどいの企画・運営 

 ④ 若年期への保健指導   

若年期からの健康づくりを推進し、市民の生活習慣病予防および健康管理に対する意識

の高揚を図ることを目的に実施するものです。 

○さわやか健診時保健指導 

・対  象：さわやか健診を受診した者 

・内  容：健診結果の見方とスマートイート（かしこい食べ方）の紹介、個人相談 

○健診後保健指導（令和 7 年度実績） 

・対  象：マルチプル対象者 男性：13 名、女性：5 名 

・内  容：受診状況の確認と、未受診の場合受診勧奨、健診後の生活状況の確認、助
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言・情報提供 

〇精密検査等受診勧奨（令和 7 年度実績） 

・対  象：・糖尿病精密検査対象者 男性：11 名、女性：7 名 

・腎機能受診勧奨判定該当者 男性：2 人、女性：5 名 

・肝機能至急受診勧奨該当者 男性：1 名 

・内  容：電話や訪問による受診状況の確認と、未受診の場合受診勧奨 

（6）糖尿病予防対策事業 （令和 8 年度予算額 4,774 千円（国保 4,774 千円）） 

増え続ける糖尿病の予防対策の一環として、「糖尿病精密検査回報書」を活用した精密

検査の受診勧奨を行うと共に、未受診者に対して訪問指導やハイリスク者に対しセミナー

を実施し、糖尿病の発症や重症化の防止を図ります。 

 ① 糖尿病予防対策事業（回報書の活用）   

特定健診で要精検となった方の結果を把握し、ハイリスクの方に対して生活習慣の改善

を図り、糖尿病の発症や重症化を予防します。 

・対 象 者：40～74 歳の国保加入者（途中加入、生保者を含む）で、特定健診を受診

した方（一泊ドックを除く） 

・精検対象者：空腹時血糖 110ｍｇ/dl 以上又はヘモグロビン A1c（NGSP 値）6.0％以上 

※定期受診や治療中を除く。 

（血糖検査・精密検査受診状況） 

年次推移  対象年齢  
血糖検査  
受診者数  

精検  
対象者数  

要精検率  
(%) 

精検  
受診者数  

精検受診率  
(%) 

3 年度  
40~69 歳  

 

6,024 820 13.6 550 67.1 

70~74 歳  4,241 

 

721 17.0 456 63.2 

4 年度  
40~69 歳  5,493 726 13.2 510 70.2 

70~74 歳  4,188 743 17.7 505 68.0 

5 年度  
40~69 歳    5,694 

 

645 11.3 460 71.3 

70~74 歳  4,326 685 15.8 536 78.2 

6 年度  
40~69 歳  5,375 590 11.0 394 66.8 

70~74 歳  4,135 587 14.2 412 70.2 

7 年度  
40~69 歳  5069 551 10.9 32.5 59.0 

70~74 歳  3927 558 14.2 37.5 67.2 

※令和 7 年度精検結果：令和 8 年 5 月末現在の糖尿病精密検査回報書の返信があったもの。  

令和 3 年～令和 6 年度については、翌年度末までに返信のあったもの。 

（精密検査受診結果内容） 

6 年度  正常  境界型  糖尿病型  記載なし 
回報書の 
返信なし 

胃切型  

高血糖  
計  

人数（人）  207 233 187  10 162 7 806 

割合（％）  25.7 28.9 23.2 1.2 20.1 0.9 100 

※精検結果は、翌年度末までに回報書が返信されたものでまとめるため、令和 5 年度分を掲載。 
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 ② 糖尿病重症化予防訪問指導事業   

受診翌月に対象者把握ができる特定健診データ管理システムを利用し、精密検査未受診

者に対し受診勧奨を目的に訪問指導を実施し、糖尿病の発症や重症化を予防します。 

〇訪問指導対象者：特定健診データ管理システムにおいて、当該月に国保連に特定健診受

診の報告があった者のうち、下記に該当し精密検査回報書が発行されたもので、受診 3

か月後に回報書の返信がないもの 

・年  齢：40 歳～74 歳 

・検査結果：空腹時血糖 110mg/dl 以上あるいはヘモグロビン A1c(NGSP 値)6.0％以上 

（定期受診を含む、治療中を除く） 

年度  
対象  

年齢  
単位  

回報書  
発行者  

3 か月後  
回報書  
返信あり 

訪問指導 
対象者  

受診勧奨結果  
受診勧奨  
（延数）  

受診  
未受
診  

訪問  
面接  

電話  
通知
等 

3 年度  

40~69 歳  人数  820 321 499 227 272 94 95 148 

率(％) 100.0 39.1 60.9 45.5 54.5  

70~74 歳  人数  721 274 447 178 269 75 3 36 

率(％) 100.0 38.0 62.0 39.8 60.2  

4 年度  

40~69 歳  人数  726 289 437 200 237 37 133 218 

率(％) 100 39.8 60.2 45.8 54.2  

70~74 歳  人数  743 431 312 156 156 55 9 73 

率(％) 100 58.0 42.0 50.0 50.0  

5 年度  

40~69 歳  人数  645 255 390 208 182 43 78 133 

率(％) 100 39.5 60.5 53.3 46.7  

70~74 歳  人数  685 369 316 157 159 34 47 84 

率(％) 100 53.9 46.1 49.7 50.3  

6 年度  

40~69 歳  人数  590 234 356 154 202 69 61 118 

率(％) 100 39.7 60.3 43.2 56.7  

70~74 歳  人数  587 301 286 156 130 78 5 32 

率(％) 100 51.3 48.7 54.5 45.5  

7 年度  

40~69 歳  人数  551 325 226 63 163 27 32 52 

 率(％) 100 59.0 41.0 27.9 72.1  

70~74 歳  人数  558 375 183 92 91 22 18 24 

 率(％) 100 67.2 32.8 50.3 49.7  

※受診勧奨結果は令和８年５月末現在において回報書の返信、また訪問指導事業で把握した数値。 

※令和 3 年度より、対象年齢を 40～74 歳へと拡大。 

※70～74 歳については、受診勧奨判定値者へ優先的に勧奨を実施。  

 ③ 糖尿病健康相談・糖尿病予防セミナー   

高血糖者及び医療通院者に対し、個別健康相談並びに体験型セミナーにて、栄養・運動等の

保健指導を実施することで生活習慣を改善し、自己管理能力を高め、糖尿病の発症および糖尿

病腎症等の重症化を予防します。 

○対象者：・前年度の特定健診血糖検査結果で回報書が発行された 75 歳未満の者 
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      （精検結果異常なしは除く） 

     ・医療通院者で、栄養・運動指導が必要な者、血糖コントロールが不十分な者 

○内 容： 

「糖尿病健康相談」（面談は、一人あたり概ね２回実施） 

①管理栄養士による保健指導 

摂取カロリーに応じた食事量の目安、食べ方など改善状況を確認しながら 

個々に応じて指導を行う。 

②3 か月後支援レター（評価）を送付する。 

「糖尿病予防セミナー」（全 2 回開催） 

 ①糖尿病専門医による講義、栄養士による集団栄養指導・健診結果の講義、 

  栄養士による栄養摂取状況成績表についての集団指導・グループワーク、 

運動講師による運動実技 

 ②3 か月後支援レター（評価）を送付する。 

○開催場所：総合保健福祉センター にこ ふる 

 

※令和５・６年は２回のコース制として実施。令和７年度は単発参加可とし、全３回実

施。令和８年度は２回のコース制を予定。 

（7）訪問指導事業 （令和 8 年度予算額 832 千円） 

介護予防の観点から支援の必要な方、及び健康診査の結果で指導が必要と認められた方

や家族に対して、保健師や看護師が訪問して保健指導を行い、心身の機能低下防止と健康

の保持増進を図るものです。                     （単位：人） 

 

３年度  ４年度  ５年度  ６年度  ７年度  

訪問  

実人数  

訪問  

延人数  

訪問  

実人数  

訪問  

延人数  

訪問  

実人数  

訪問  

延人数  

訪問  

実人数  

訪問  

延人数  

訪問  

実人数  

訪問  

延人数  

要
指
導
者 

40～64 歳  67 70 41 42 67 85 74 78 86 105 

65 歳以上  90 99 195 227 310 378 231 242 432 533 

計  157 169 236 269 377 463 305 320 518 638 

糖尿病健康相談  
受講者数（人）  

2 回参加率（％）  
実人数  延人数  

3 年度  43 75 87.2 

4 年度  29 56 81.0 

5 年度  31 63 86.7 

6 年度  15 27 85.7 

7 年度  18 34 88.9 

糖尿病予防セミナー 
受講者数（人）  

2 回参加率（％）  
実人数  延人数  

5 年度  22 41 86.4 

6 年度  13 22 75.0 

7 年度  39 63  
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３年度  ４年度  ５年度  ６年度  ７年度  

訪問  

実人数  

訪問  

延人数  

訪問  

実人数  

訪問  

延人数  

訪問  

実人数  

訪問  

延人数  

訪問  

実人数  

訪問  

延人数  

訪問  

実人数  

訪問  

延人数  

閉
じ
こ
も
り
予
防 

40～64 歳  2 2 2 2 0 0 1 1 2 2 

65 歳以上  0 0 0 0 2 2 9 9 12 12 

計  2 2 2 2 2 2 10 10 14 14 

介
護
家
族
者 

40～64 歳  0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 

65 歳以上  4 4 0 0 0 0 5 5 6 6 

計  4 4 0 0 0 0    6 6 6 6 

寝
た
き
り
者 

40～64 歳  0 0 0 0 0 0 ０  0 0 0 

65 歳以上  0 0 0 0 0 0 1 1 2 2 

計  0 0 0 0 0 0 １  1 2 2 

認
知
症
高
齢
者 

40～64 歳  0 0 4 4 2 2 0 0 0 0 

65 歳以上  6 12 10 10 6 7 21 23 45 46 

計  6 12 14 14 8 9 21 23 45 46 

そ
の
他 

40～64 歳  27 31 9 11 29 35 10 12 9 12 

65 歳以上  31 36 16 18 45 50 30 35 83 92 

計  58 67 25 29 74 85 40 47 92 104 

口腔衛生指導(再掲) 0 0 0 0 0 0 0 0 21 21 

計 

40～64 歳  96 103 56 59 98 122 86 92 97 119 

65 歳以上  131 151 221 255 363 437 297 315 580 691 

合     計  227 254 277 314 461 559 383 407 677 810 

（8）がん検診受診率向上対策事業   （令和 8 年度予算額 6,181 千円） 

死亡原因第１位のがんから市民を守るため、特に 40～50 歳代の働き盛りの受診環境の

整備を図り、早期発見・早期治療に有効ながん検診の受診率向上を図るものです。 

○受診環境の整備 

 ① 40 歳総合健診   

健診元年にあたる、40 歳を迎える市民を対象に総合的な健康診査を行うことで、健康管

理の大切さの自覚を高め、働き盛りの年代の早世を予防するものです。就労時間を考慮し

早朝に実施します。 

・健診項目：特定健康診査、各種がん検診、歯周疾患検診、肝炎ウイルス検査 

・総合健診受診者 

 ３年度  ４年度  ５年度  6 年度  ７年度  

対象者     （人）  1,383 1,369 1,285 1,217 1,194 

受診者     （人）  143 71 73 53 44 

受診率     （％）  10.3 5.2 5.7 4.4 3.7 

受診者数（人） 137 70 72 53 41 
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 ３年度  ４年度  ５年度  6 年度  ７年度  

肺がん検診  
要精検者（人） 1 1 1 1 0 

要精検 （％） 0.7 1.4 1.4 1.9 0 

胃がん検診  

受診者数（人） 130 66 65 46 35 

要精検者（人） 2 1 1 0 3 

要精検 （％） 1.5 1.5 1.5 0 8.6 

大腸がん検診  

受診者数（人） 130 69 71 49 42 

要精検者（人） 5 2 3 1 5 

要精検 （％） 3.8 2.9 4.2 2.0 11.9 

子宮がん検診  

受診者数（人） 83 44 38 22 20 

要精検者（人） 1 0 1 0 0 

要精検 （％） 1.2 0 2.6 0 0 

乳がん検診  

受診者数（人） 88 47 49 25 23 

要精検者（人） 6 3 7 1 2 

要精検 （％） 6.8 6.4 14.3 4.0 8.7 

骨粗鬆症  

検診  

受診者数（人） 91 48 50 28 22 

要精検者（人） 0 0 0 0 0 

要精検 （％） 0 0 0 0 0 

歯周疾患  

検診  

受診者数（人） 131 65 63 41 35 

要精検者（人） 77 37 38 18 21 

要精検 （％） 58.8 56.9 60.3 43.9 60.0 

肝炎  

ウイルス検査  

(40 歳のみ) 

受診者数（人） 142 71 73 49 43 

要精検者（人） 0 0 1 0 0 

要精検 （％） 0 0 1.4 0 0 

 ② 日曜日がん検診   

平日、仕事等で都合がつかず、がん検診を受診できない、主に働き盛りの年代に焦点を

あて、日曜日にがん検診を実施するものです。 

・各種がん検診 

 ３年度  ４年度  ５年度  6 年度  7 年度  

肺がん検診  

受診者数（人） 147 153 155 165 145 

要精検者（人） 4 5 2 5 12 

要精検 （％） 2.7 3.3 1.3 3.0 8.3 

胃がん検診  

受診者数（人） 182 175 180 177 163 

要精検者（人） 6 5 5 6 6 

要精検 （％） 3.3 2.9 2.8 3.4 3.7 

大腸がん検診  

受診者数（人） 200 204 210 211 203 

要精検者（人） 6 11 8 10 14 

要精検 （％） 3.0 5.4 3.8 4.7 6.9 

子宮がん検診  
受診者数（人） 90 76 120 126 121 

要精検者（人） 1 0 0 0 0 
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 ３年度  ４年度  ５年度  6 年度  7 年度  

要精検 （％） 1.1 0 0 0 0 

乳がん検診  

受診者数（人） 86 81 62 90 88 

要精検者（人） 7 6 1 5 4 

要精検 （％） 8.1 7.4 1.6 5.6 4.5 

 ③ 障害者通所施設健診   

障害者の生活習慣病予防及び健康の保持と増進を図ることを目的に、一般の検診とは別

に障害者に配慮した健診体制を整備し、通所施設に就労する障害者に対し集団健診を実施

するものです。 

 ３年度  ４年度  ５年度  6 年度  ７年度  

肺がん検診  

受診者数（人） 246 245 228 226 220 

要精検者（人） 8 8 9 11 6 

要精検 （％） 3.3 3.3 3.9 4.9 2.7 

大腸がん検診  

受診者数（人） 107 106 95 94 95 

要精検者（人） 9 7 9 6 4 

要精検 （％） 8.4 6.6 9.5 6.4 4.2 

乳がん検診  

受診者数（人） 6 18 17 13 15 

要精検者（人） 1 1 2 0 4 

要精検 （％） 16.7 5.6 11.8 0 26.7 

 ④ 土曜日検診   

 全国健康保険協会（協会けんぽ）等の被扶養者を対象に、特定健診未受診者健診の場

を利用し、併せて市のがん検診を実施するものです。 

 ３年度  ４年度  ５年度  6 年度  ７年度  

肺がん検診  

受診者数（人） 134 164 150 152 149 

要精検者（人） 6 7 1 4 4 

要精検 （％） 4.5 4.3 0.7 2.6 2.7 

胃がん検診  

受診者数（人） 0 0 0 0 0 

要精検者（人） 0 0 0 0 0 

要精検 （％） 0 0 0 0 0 

大腸がん検診  

受診者数（人） 112 141 138 139 135 

要精検者（人） 10 10 4 7 7 

要精検 （％） 8.9 7.1 2.9 5.0 5.2 

子宮がん検診  

受診者数（人） 0 0 0 0 0 

要精検者（人） 0 0 0 0 0 

要精検 （％） 0 0 0 0 0 

乳がん検診  

受診者数（人） 0 0 0 0 0 

要精検者（人） 0 0 0 0 0 

要精検 （％） 0 0 0 0 0 
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○啓発事業 

 ① がん検診受診向上対策キャンペーン   

広く市民への受診啓発を図り、地域全体のがん検診受診向上をより一層推進するものです。 

＜庄内南部・庄内北部定住自立圏(鶴岡市・酒田市・庄内町・三川町・遊佐町)及び庄内保健所

主催「いきいき健康フェア 2025」、山形県主催「がん総合相談出張相談」との合同開催＞ 

日  時：令和 7 年 10 月 11 日(土) 

場  所：イオンモール三川  

内  容：受診啓発グッズの配布、がん検診に関するクイズ、ポスター・パネル展示  

     体組成計・血糖値等測定  

参加者数：578 人  

＜市単独実施＞ 

日  時：令和 7 年 10 月 1 日（水）～10 月 31 日（金）  

場  所：鶴岡市総合保健福祉センター「にこ ふる」  

内  容：健康づくり強調月間事業に併せて実施  

①トイレで呼びかけ！がん検診 

②大腸がんクイズラリーとがん検診受診勧奨  

③にこ ふる館内ポスター等展示 

 

 

（9）がん患者医療用ウィッグ・乳房補整具購入費助成事業 

（令和 8 年度予算額 1,350 千円） 

がん患者の治療と就労の両立、療養生活の質の維持向上のため、がんの治療に伴う外見

の悩みや経済的負担を軽減する観点から、医療用ウィッグ・乳房補整具購入費の助成を行

うものです。 

助成金の額 医療用ウィッグ：2 万円又は購入経費の 2 分の 1 の額のいずれか低い額 

乳房補整具：1 万円又は購入経費の 2 分の 1 の額のいずれか低い額 

※令和 2 年度より乳房補整具購入助成事業実施 

助成件数  ３年度  ４年度  ５年度  6 年度  7 年度  

医療用ウィッグ（件）  52 50 65 48 53 

乳房補整具（件）  1 5 9 4 3 

（10）重粒子線がん治療患者支援事業   （令和 8 年度予算額 628 千円） 

山形大学医学部東日本重粒子センターで受けた重粒子線治療のうち、公的医療保険の

対象とならない、先進医療として認められた重粒子線がん治療に係る経済的負担を軽減

するため、治療費の助成を行いうものです。 

助成金の額：上限 628,000 円（照射治療費から先進特約保険の給付金等を差し引いた額

を対象とします。） 

 3 年度  4 年度  ５年度  6 年度  7 年度   

助成件数  0 0 0 0 1  
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（11）障害者に対する施策 

 ① 障害者通所施設健診   

障害者の生活習慣病予防及び健康の保持と増進を図ることを目的に、一般の検診とは

別に健診日を設定し、通所施設に就労する障害者に対し集団健診を実施するものです。 

・検査項目：健康診査（39 歳以下は眼底検査を除く） 

がん検診（肺がん・大腸がん・乳がん） 

      ※がん検診については、「がん検診受診率向上事業」に掲載 

受  診  者 （人）  ３年度  ４年度  ５年度  6 年度  7 年度  

39 歳以下（さわやか健診）  162 181 178 179 177 

40 歳
以上  

生活保護受給者等  53 48 46 48 37 

国民健康保険加入者  157 165 154 155 154 

後期高齢者医療保険加入者  37 39 35 34 33 

＊他の医療保険加入者  29 22 17 22 23 

合      計  438 455 430 438 424 

※健康診査費については、各事業費より支出（＊は除く） 

（12）中学生胃がん予防事業      （令和 8 年度予算額 1,817 千円） 

胃がん発生の 95％以上の原因とされるヘリコバクターピロリ（ピロリ菌）感染者を早

期に発見し、胃の萎縮が進む前の感染後間もない中学生の時期に除菌治療を行うことで子

ども達の将来の胃がん発生を予防し、胃がんの撲滅を目指します。 

一次検査：学校定期健康診断の検査尿を活用したピロリ抗体検査 

 二次検査：一次検査陽性者の医療機関受診による尿素呼気試験 

 除菌治療：二次検査陽性者の内薬治療 

 成功確認検査：尿素呼気試験による除菌治療の成功、不成功の確認 

 対象者：中学 2 年生    

  ３年度  ４年度  ５年度  6 年度  7 年度  

対象者  （人） A 1,042 1,014 995 978 989 

同意者  （人） B 938 843 812 705 709 

同意率  （％） C=B/A 90.0 83.1 81.6 72.1 71.7 

一次検査受診者  （人） D 936 841 812 703 706 

一次検査陽性者  （人） E 60 48 52 32 34 

一次検査陽性率  （％） F＝E/D 6.4 5.7 6.4 4.6 4.8 

二次検査受診者  （人） G 53 44 43 27 27 

二次検査陽性者  （人） H 29 25 15 13 11 

二次検査陽性率  （％） I＝H/G 54.7 56.8 34.9 48.2 40.7 

一次検査受診者に対する 

陽性率（真の陽性率） 
（％） J＝H/D 3.1 3.0 1.8 1.8 1.6 
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  ３年度  ４年度  ５年度  6 年度  7 年度  

除菌治療実施者  （人） K 29 25 15 13 11 

成功確認検査完了者  （人） L 28 23 14 13 10 

除菌成功者  （人） M 27 23 13 13 10 

除菌成功率  （％） N＝M/L 96.4 100.0 92.9 100.0 100.0 

※令和 8 年 5 月末現在 

（13）介護予防普及啓発事業（令和 8 年度予算額 5,638 千円〔介護 5,638 千円〕） 

 ① 高齢期からの健康づくり事業   

フレイル・脳卒中・認知症予防を重点とし、地区組織と連携し前期高齢期からの健康づ

くりを支援します。 

・実施状況 

  ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  ７年度  

実施地区  19  21  22  22 22 

実施回数  40  58  61  63 6２  

参加延人数  942  1,295  1,681  1,782 1,749 

・対象：概ね 65 歳以上 

・内容：疾病予防（認知症・脳卒中・生活習慣病）、フレイル予防（ロコモ・低栄養・オー 

ラルフレイル・体力測定）、こころの健康づくり、社会参加など 

 ② 認知症予防事業   

高齢化の進展とともに、増加が予想される認知症について、正しい知識の普及と認知症

予防を推進します。 

≪令和 7 年度実績≫  

○認知症予防講演会 

実施地区  4 学区  加茂地区  

日  時  令和 7 年 10 月 16 日（木）  令和７年 12 月 5 日（金）  

会  場  第四学区コミュニティセンター 加茂コミュニティセンター 

参加人数  42 人  33 人  

対  象  地域在住の方  

内  容  

・講演  

「脳を元気に保つ～認知症予防～」  

講師  鶴岡協立リハビリテーション病院  

   地域連携室長  田口  充  氏  

・講演  

「今日から始める“ちょい足し”認知症とフレイ

ル予防術」  

講師  山形大学 Well-Being 研究所  

行動科学部門  助教  清野  諭  氏  

 

○認知症予防健康教育（認知症予防講演会を含む） 

  ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  ７年度  

回数  22 40 86 62 79 

参加延人数  547 736 1,647 1,249 1,713 
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 ③ 脳卒中予防事業   

脳卒中の発症予防を目的として、全地区で健康教育を実施します。 

○脳卒中予防健康教育 

  ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  ７年度  

回数  30 37 27 36 12 

参加延人数  438 780 494 838 347 

 ④ 8020 運動よい歯の長寿賞表彰事業   

鶴岡地区歯科医師会と共催で表彰事業を実施します。市民の歯科・口腔衛生に対する意

識の向上を図ることを目的とします。 

≪表彰者≫                      

 3 年度  4 年度  5 年度  6 年度  7 年度  

男   性  58 71 47 78 45 

女   性  105 92 84 89 73 

合   計  163 163 131 167 118 

最高齢者年齢  98 歳  91 歳  95 歳  95 歳  98 歳  

 ⑤ 高齢者への健康教育・健康相談   

町内会、老人クラブ、地域でのお茶のみサロンや独居高齢者会食交流会等での健康学習

活動を支援し、高齢期の健康意識の啓発と健康づくりを推進します（高齢期からの健康づ

くり事業、65 歳以上を対象とした認知症予防・脳卒中予防健康教育を含む）。 

 ３年度  ４年度  ５年度  ６年度  ７年度  

健康教育  
回数  158 200 224 251 243 

参加延人数  2,724 3,758 4,177 4,706 4,481 

健康相談  
回数  51 38 73 64 67 

参加延人数  392 316 686 331 612 
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（14）高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業 

（令和 8 年度予算額 500 千円〔国保 500 千円〕） 

山形県後期高齢者医療広域連合からの受託事業で、国保データベースシステム等の活用

により地域の健康課題の分析や対象者の把握を行い、後期高齢者の生活習慣病等の重症化

予防訪問指導（ハイリスクアプローチ）及び通いの場等へ関わり、フレイル予防等の健康

教育・相談（ポピュレーションアプローチ）を実施するものです。(令和 4 年度開始事業) 

 ① 重症化予防訪問指導（ハイリスクアプローチ）   

≪令和 7 年度実績≫ 

◎対象者：58 人 

・  糖尿病治療中断者：「抽出前年度（R6 年度）から過去 3 年度に糖尿病薬剤処方歴あ

り」かつ「抽出年度（R6 年度）に糖尿病薬処方歴なし」かつ「抽出年度(R6 年度)に

健診受診なし」 

・  腎機能不良未受診者：「抽出前年度（R6 年度）の健診受診者で eGFR が 45ml/min/1.73

㎡未満」または「尿蛋白＋以上」かつ「抽出年度(R6 年度)に医療受診なし」 

・  血圧高値未受診者：抽出前年度（R6 年度）の健診結果で、「収縮期血圧 160mmHg 以

上」または「拡張期血圧 100mmHg 以上」かつ「抽出年度(R6 年度)に高血圧薬処方な

し」 

・  抽出年度(R6 年度)の健診受診者で、後期質問票において「固いものが食べにくい」、

「汁物でむせる」の２項目に該当し、過去 1 年以上歯科医院を受診していない 

◎介入者：58 人（訪問実 58 人・延 91 人） 

 ② フレイル予防等の健康教育・相談（ポピュレーションアプローチ）   

健康課実施の「高齢期からの健康づくり事業」、地域包括ケア推進課実施の「いきいき

百歳体操講座」を、本事業のポピュレーションアプローチとしています。 

≪令和 7 年度実績≫※再掲 

・高齢期からの健康づくり事業：実施回数 62 回 参加延人数 1,749 人 

・いきいき百歳体操講座：活動団体数 188 団体 参加実人数 1,758 人 


